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教材開発の背景―問題意識―

➢大学などで日本語で学ぶには講義理解・解説文理解が不可欠

⇒学術場面で使われる語彙の重要性

➢必要とされる語彙量

⇒中上級で急増

➢学習・指導時間は限られていて、語彙に時間を割けない

⇒学習者任せ・暗記

学習者は 消化不良！
ことばの使い方・・・のまえに、

学び方がわからない・慣れていない
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教材開発の背景―問題意識―

➢語彙学習の多様性・可能性

➢目的に合った学習の重要性

➢楽しく使える語彙教材がほしい

➢学習者のゴールとは？

⇒専門科目との／へのアーティキュレーション

👉『語彙ドン！』開発へ

（公財）日本漢字能力検定協会

平成25年度漢字・日本語教育研究助成制度採択
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『語彙ドン！』の特長

①大学や専門学校の授業でよく使われることばを

まとめて勉強できる

②いろいろな練習やゲームで楽しく勉強できる

③既習語彙を何度も使うチャンスがある

④オーセンティックな読み物を読むステップになる
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「学術共通語彙」とは？

◆ターゲット語彙

⇒松下達彦（2011）日本語学術共通語彙リスト Version 1.01

＊専門用語ではないが、勉強によく使われることば

新聞やニュースでもよく使われることば

→意識的な学習が必要

レベル ジャンル

上級
専門のことば ドラマ・小説

のことば人文 社会 理工 生物

中級
勉強によく使うことば
＝学術共通語彙

生活会話
のことば

初級 どんなジャンルでも使われる、よく使うことば

よ
り
専
門
的
に

だ
ん
だ
ん
難
し
く

頻
度
が
下
が
る

学術共通語彙の学習→通常の３倍以上の効率でテキストカバー率が上がる
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語彙ドン！Vol.1の収録語の特徴

学術共通
語彙

語数
留学生用
語彙

語数
旧日本語
能力試験

語数

LV.0 64語 01K 44語 4級 0語

LV.1 390語 2K 261語 3級 64語

LV.2 146語 3K 145語 2級 374語

4K 91語 1級 104語

5K 59語 級外 58語
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語彙ドン！のVol.1だけでも、中級前半以降の広い範囲をカバー
→難解といわれることばでも重要度が高いものは早めに学び始められる

👉繰り返しであうため、学習効果も自然と高くなる

語彙ドン!Vol1.収録語



教材の構成

Step1 チェックでドン！

⇒メタ認知的ストラテジーの強化・自律学習

Step2 例文・意味でドン！

⇒複数のターゲット語で構成された文脈のある例文

語彙表現がコントロールされた語釈

穴埋め例文

⇒ウェブサイトに音声あり。豊富な聴覚インプットの重要性
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教材の構成

Step3 ゲームでドン！

⇒意味を介したうえで、漢字、音韻、活用の意識化

Step4 読んでドン！

⇒学習した語彙が含まれる

⇒ターゲット語より難しい語彙も含まれるが、

予測・推測しながら読む練習でチャレンジ！
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語彙学習活動としての工夫

◆1課あたりのターゲット語：30語

⇒既出語彙は積極的に新たな例文や練習に取り入れる

◆関連する語彙・文脈・表現の使用

⇒共起頻度が高い語彙をなるべく使った例文

⇒１語１例文だけでなく、ターゲット語同士のつながりの強化

難易度の調整と漢字のルビ判断

◆読み物

⇒教養科目11分野の新書から選定

リライト（J-LEX）
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J-LEX
リーディングチュウ太
NINJAL-LWP for BCCWJ
http://nlb.ninjal.ac.jp/search/
Jreadability
https://jreadability.net/ja/

http://nlb.ninjal.ac.jp/search/


語彙学習活動としての工夫
—理論的背景ー

◆単語学習における認知処理の深さ（Craik & Tulving, 1975）

⇒記憶に残りやすいのは、形態＜音声＜意味

◆Nation(2001, 2007)  What is it? , The four Strands

Laufer and Hustijn (2001)

「かかわり度仮説」

◆音と文字の連合への意識

⇒漢字圏学習者：漢字で意味が分かることへの弊害の対処

◆L1に頼らない学習のクセづけ

⇒日本語で「考える」機会をもつ

未知語に遭遇した時に推測できる力を養う

Meaning focused input
Meaning focused output

Language focused learning
Fluency development
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使用イメージ

チェックでドン！

例文・意味でドン！

ゲームでドン！

読んでドン！

教材にとどまらない練習を組み合わせる
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学
習
者
に
合
わ
せ
て

ど
こ
か
ら
で
も

始
め
ら
れ
る

ディスカッション、ストーリー作文、シャドーイングなど



◆知っていると思ったのに、
ちゃんとわかっていなかった！

◆学習者がとても集中している。
楽しんでいるのがわかる。

学習者・機関からの感想・コメント
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◆楽しい！
まちがえると悔しいからまた挑戦！

◆簡単すぎず難しすぎない。
◆学生が自分で進めていた。
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『語彙ドン! vol.1
-大学で学ぶためのことば-』

よろしくお願いします
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